
別紙４ 

 

従来の実施状況に関する情報の開示 

 

１．従来の実施に要した経費 

（単位：千円） 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

 人件費 常勤職員 

非常勤職員 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

物件費 － － － － 

委託費等 委託費定額部分 

成果報酬等 

旅費その他 

47,619 

－ 

－ 

45,238 

－ 

－ 

45,238 

－ 

－ 

45,238 

－ 

－ 

計(a) 47,619 45,238 45,238 45,238 

参
考
値
（b

） 

減価償却費 

退職給付費用 

間接部門費 

－ 

－ 

0 

－ 

－ 

0 

－ 

－ 

0 

－ 

－ 

0 

(a)＋(b) 47,619 45,238 45,238 45,238 

 

＜注記事項＞ 

・対象業務の全部を請負により実施。 

・平成 28年度までは、那須平成の森及び那須高原ビジターセンターの両施設の管理運営をまとめて

１業務で実施しているため、当該経費は２施設の管理運営分の経費である。 

・本業務は請負契約であり、成果物の対価として支払いを行うものであるため、積算報告書等の提

出を要さないことから、内訳は不明である。 

  



 

（参考）那須平成の森自然教育プログラム（利用者負担プログラム）の参加料金 

プログラム 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

学
び
の
森 

3.5時間 

（ムササビ・カモシカ・

ノウサギルート） 

2.0時間 

 

－ 

－ 

大人：3,000円 

子供：1,600円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

－ 

－ 

大人：3,000円 

子供：1,600円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：3,500円 

子供：2,200円 

大人：3,000円 

子供：1,600円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：3,500円 

子供：2,200円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

ふ
れ
あ
い
の
森 

2.0時間 

 

3.0時間スノーシュー 

 

2.0時間スノーシュー 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：2,400円 

子供：1,200円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：2,400円 

子供：1,200円 

大人：1,600円 

子供：800円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：2,400円 

子供：1,200円 

大人：1,600円 

子供：800円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

大人：2,400円 

子供：1,200円 

大人：1,600円 

子供：800円 

特
別
編 

5.5時間 

 

5.0時間(クラフト体験) 

 

 

4.0時間 

 

4.0時間スノーシュー 

 

3.5時間 

 

3.0時間 

 

3.0時間スノーシュー 

 

2.5時間 

 

2.0時間 

 

 

2.0時間（クラフト体験） 

 

 

1.0～1.5時間 

（ロープワーク体験） 

1.0～1.5時間 

大人：4,400円 

子供：2,200円 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

大人：2,000円 

子供：1,000円 

大人：1,600円 

子供： 800円 

材料費込みで、 

大人：2,200円 

子供：1,400円 

 

－ 

－ 

大人： 800円 

子供： 400円 

大人：4,400円 

子供：2,200円 

 

－ 

－ 

大人：4,200円 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

大人：2,400円 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

大人：1,600円 

子供： 800円 

 

－ 

－ 

材料費込みで 

大人：3,800円 

子供：2,000円 

大人： 800円 

子供： 400円 

大人：4,400円 

子供：2,200円 

材料費込みで、 

大人：4,500円 

子供：2,500円 

大人：2,500円 

－ 

大人：3,400円 

－ 

大人：3,000円 

子供：1,600円 

－ 

－ 

大人：2,160円 

子供：1,080円 

大人：2,000円 

－ 

大人：1,600円 

子供： 800円 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

大人：800円 

子供：400円 

大人：4,400円 

子供：2,200円 

（昨年度並み

を予定） 

 

－ 

－ 

（昨年度並み

を予定） 

（昨年度並み

を予定） 

－ 

－ 

（昨年度並み

を予定） 

（昨年度並み

を予定） 

（昨年度並み

を予定） 

 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

（昨年度並み

を予定） 

＜注記事項＞ 

・子供：小中学生。未就学児は無料、高校生以上は大人料金。 

・スノーシュープログラムについては、別途スノーシューを 500円でレンタルしている。 

・利用者負担プログラムの実施に必要な費用（人件費を含む）については、利用者から徴収する利用料

金をあてる。収入が必要な費用を上回った場合は、必要に応じて那須平成の森の運営充実に充てる。 

 



（参考２ 区分経理の結果） 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

利用者負担プログラム 

 収入（税込） 6,507,976円 5,752,759円 6,344,014円 

支出（税込） 5,039,695円 6,463,499円 6,833,396円 

収支（税込）   1,468,281円 ―710,740円 ―489,382円 

物品販売 

 収入（税込） 1,413,280円 900,311円 819,100円 

支出（税込） 1,085,034円 706,089円 495,306円 

収支（税込）  328,246円 194,222円 323,794円 

 

（参考３ 業務の実施に当たって必要となった消耗品の例） 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

トイレットペーパー 約 960ロール購入 約 900ロール購入 約 860ロール購入 

電球 交換実績なし 交換実績なし 交換実績なし 

＜注記事項＞ 

 業務に当たって必要となる消耗品は、全て民間事業者の負担であり、上表は、一般事務、施設清掃、

自然教育プログラム等に係る物品以外の、代表的な消耗品についてのみ例示として記載したものである。 

 

２．従来の実施に要した人員 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

常勤職員  １２名 １２名 １０名 

非常勤職員  ４名 

 

３名 ５名 

ボランティア 

 実人数 

 活動日数 

  

６名 

  ９４人日 

 

５名 

６２人日 

 

３名 

４３人日 

 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

那須平成の森フィールドセン

ター 勤務日数（日平均） 

６．４名 ６．５名 ５．８名 

那須高原ビジターセンター 

勤務日数（日平均） 

２．１名 ２．０名 ２．０名 

＜注記事項＞ 

・当該業務は請負で実施しており、人員は請負者の職員配置状況であり、参考として記載したものであ

る。 

・ボランティアは、現在の管理運営団体が独自に募集あるいは組織化等を行った人材ではなく、栃木県

の自然講座の受講経験者などを個別に受け入れているものである。また、現在の管理運営団体は、主に



ボランティア自身のインタープリターとしての研鑽等に寄与することを目的としてボランティアを受け

入れており、管理運営団体による管理運営体制はボランティアに依存していない。 

・勤務人数（日平均）については、ボランティアの人数を含まない数である。また、時短勤務／終日勤

務は区別せず１とカウントしている。 

（１） 業務従事者に求められる知識・経験等 

１）甲種防火管理者 

２）那須平成の森の自然や歴史、生物多様性の保全などについてわかりやすく伝える能力 

３）日光国立公園那須甲子地域について自然解説を行える知識 

４）普通救命講習または同等の講習を受けていること 

 

（２） 業務の繁閑の状況とその対応 

那須平成の森、那須高原ビジターセンターとも、５月～６月（ツツジ開花時期）、夏休み時期

（７月～８月）、10月～11月（紅葉時期）が繁忙期にあたる（最大で 1200人/日程度（那須平成

の森））。 

この時期には、管内の清掃等をよりこまめに行う必要が生じる。また、５月～６月、10月～11

月については、地方事務所負担により仮設トイレ（３基程度）を那須平成の森フィールドセンタ

ーの外に設置しており、仮設トイレ設置期間中は、仮設トイレの清掃及び手洗い水の補給等につ

いても、民間事業者が行う必要がある。 

また、５月～６月、10 月～11 月については、地方事務所負担で那須平成の森フィールドセン

ターの駐車場整理を警備会社に発注しており（人員は１～３名/日程度）、民間事業者が駐車場の

交通整理を行う必要があるのはそれらを除く時期である。 

 

１）那須平成の森来園者 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

3,620 

14,618 

11,068 

8,419 

10,932 

8,202 

11,790 

7,182 

1,361 

1,037 

725 

1,314 

4,050 

12,872 

7,544 

6,167 

7,980 

6,967 

11,617 

5,552 

908 

931 

1,038 

1,571 

2,948 

12,023 

7,373 

6,429 

7,946 

6,533 

11,721 

4,876 

1,121 

1,331 

1,171 

1,544 

3,013 

9,988 

5,391 

6,674 

6,973 

合計 80,268 67,197 65,016  

＜注意事項＞ 



 平成 28年度は 7月 31日までの実績を記載している。 

 

 

 

 

２）自然教育プログラム参加者 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

無料ミニプログラム 232回 1,377名 274回 1,395名 259回 1,484名 

個人利用者向け利用者

負担プログラム 
293回 1,980名 301回 1,695名 273回 1,766名 

団体利用者向け利用者

負担プログラム 

【内訳】 

 一般 

 学校・教育 

 旅行会社 

 

58回 2,272名 

 

 

35団体 1,064名 

10団体  636名 

12団体  543名 

 

57回 1,791名 

 

 

42団体 1,017名 

7団体 352名 

8団体 508名 

 

 61回 1,688名 

 

 

44団体 877名 

12団体 640名 

5団体 171名 

 

３）那須高原ビジターセンター来館者 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

1,692 

3,408 

2,827 

2,,417 

1,813 

2,301 

4,360 

3,951 

1,039 

  693 

  540 

  937 

1,352 

3,177 

2,532 

2,731 

2,515 

2,919 

5,946 

3,521 

  967 

  776 

  662 

1,185 

1,404 

4,248 

2,548 

2,629 

3,292 

2,249 

4,638 

4,039 

1,500 

1,051 

  861 

  985 

1,422 

3,911 

2,554 

3,250 

2,541 

 25,978 27,833 29,444  

＜注記事項＞ 

 平成 28年度は 7月 31日までの実績を記載している。 

  



 

（３） その他 

１）自然体験・自然環境学習に関する人材育成業務 

平成 25年度…人材育成講座を平成 25年 11月から平成 26年にかけて実施 

       実施形態：集合研修（２泊３日）１回、通信教育（メール等）４ヶ月間 

       参加人数：13名 

       参加費 ：35,000円（宿泊費・食費含む） 

平成 26年度…①一般の方及び施設スタッフの技術向上のために、自然体験・自然環境学習を行

うにあたっての指導者資格の一つである「プロジェクト・ワイルド」の資格取得

の講座を実施。 

       実施形態：集合研修（日帰り） 

       参加費 ：7,500円（テキスト代） 

       ②人材育成事業の検討のためのヒアリング調査 

       自然環境教育に関心のある、教員や学生たちの意見・要望を聴取し、次年度の

人材育成事業の参考とする。 

       調査時期：12月 16日 

       調査場所：宇都宮大学教育学部地学教室 

平成 27年度…①自然体験・自然環境学習を行うにあたってのリスクマネジメント、安全の視点

から「野外・災害救急法(Wilderness First Aid(WFA))の資格取得の講座を実施。 

       実施形態：集合研修（２泊３日） 

       参加費 ：36,000円（宿泊食費、国際資格料等含む） 

       ②インターン生の受け入れ 

        受け入れ期間：７月 27日（月）～30日（木） 

        受け入れ人数：１名（クラーク記念国際高等学校） 

平成 28年度…自然体験・自然環境学習を行うにあたってのリスクマネジメント、安全の視点か

ら「野外・災害救急法(Wilderness First Aid(WFA))の資格取得の講座を実施。 

       実施形態：集合研修（3日間通学受講） 

       参加費 ：29,500円（昼食代含む） 

 

２）要人対応の頻度 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

対応回数 

【概要】 

1回 

天皇皇后両陛下 1回 

2回 

天皇皇后両陛下 1回 

環境副大臣   1回 

1回 

天皇皇后両陛下 1回 

栃木県副知事  1回 

 

３）施設の使用許可対応の頻度 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

対応回数 59回 66回 57回 



４）環境省等により組織される協議会等への参画の頻度 

 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

那須平成の森連絡協議会 １回 １回 １回 

那須平成の森運営会 ４回 ４回 ４回 

那須平成の森基金委員会 

助成実績（助成件数） 

２回 

２件 

２回 

２件 

２回 

２件 

 

３．従来の実施に要した施設及び設備 

民間競争入札実施要項 表１－１「対象施設」及び別紙１参照 

＜注記事項＞ 

上記の施設、整備については、業務を行う範囲において無償貸与する。 

 

４．従来の実施における目的の達成の程度 

（１） 那須平成の森等来館者への対応 

   那須平成の森フィールドセンター及び那須高原ビジターセンターの来館者へのアンケートはこれ

まで行っており、平成 28 年度までに清掃状況に関する苦情等はない。また、発信情報に関しては、

施設へのアクセス情報（カーナビ等に反映されておらず検索できないため、位置がわからない方が

いた）に関する苦情や要望が多く寄せられ、ホームページ、電話対応等で適宜対応している。 

    来館者アンケート（ビジターセンター） 

アンケート項目 平成 26年度 平成 27年度 

 

職員の対応 

 

 

 

 

 

 

5（良い） 

4 

3 

2 

1（悪い） 

 

VC 

76％ 

15％ 

5％ 

0％ 

3％ 

FC 

71％ 

17％ 

9％ 

0％ 

0％ 

 

5（良い） 

4 

3 

2 

1（悪い） 

 

VC 

76％ 

12％ 

7％ 

1％ 

1％ 

 

FC 

76％ 

14％ 

6％ 

0％ 

2％ 

 

 

管内の過ごしや

すさ（清掃） 

 

5（きれい） 

4 

3 

2 

1（汚い） 

 

VC 

91％ 

7％ 

0％ 

1％ 

0％ 

 

FC 

77％ 

16％ 

5％ 

0％ 

0％ 

 

 

5（きれい） 

4 

3 

2 

1（汚い） 

 

VC 

79％ 

15％ 

3％ 

1％ 

1％ 

 

FC 

68％ 

19％ 

9％ 

2％ 

1％ 

 



 

必要な情報を入

手・目的の

達成 

 

5（できた） 

4 

3 

2 

1（できない） 

 

VC 

62％ 

21％ 

10％ 

2％ 

3％ 

 

FC 

54％ 

22％ 

17％ 

1％ 

4％ 

 

 

5（できた） 

4 

3 

2 

1（できない） 

 

VC 

68％ 

16％ 

11％ 

3％ 

0％ 

 

 

FC 

65％ 

18％ 

10％ 

2％ 

1％ 

 

 

    ※VC：那須高原ビジターセンター FC：那須平成の森フィールドセンター 

 

（２） 自然教育プログラム参加者アンケート 

   平成 25 年度から 27 年度は、個人利用者向け利用者負担プログラムの参加者に対し、アンケート

への協力を依頼している。そのうち、プログラム内容に係る設問の回答集計結果は下表のとおりで

ある。 

アンケート項目 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 

時間設定 4(長い)   2% 

3.5          － 

3      25% 

2.5         35% 

2           33% 

1.5          － 

1(短い)   4% 

4(長い)      2% 

3.5          2% 

3           12% 

2.5         61% 

2           17% 

1.5          1% 

1(短い)      5% 

4(長い)      2% 

3.5          1% 

3           12% 

2.5         61% 

2           20% 

1.5          1% 

1(短い)      3% 

満足度 4(良い)     83% 

3.5         2% 

3          13% 

2.5         1% 

2           1% 

1.5         0% 

1(悪い)      0% 

4(良い)     79% 

3.5         11% 

3           7% 

2.5         3% 

2           1% 

1.5         0% 

1(悪い)      0% 

4(良い)     86% 

3.5         7% 

3           5% 

2.5         1% 

2           0% 

1.5         0% 

1(悪い)      0% 

インタープリタ

ーの解説 

4(良い)     90% 

3.5         2% 

3           8% 

2.5         0% 

2           0% 

1.5         0% 

1(悪い)     0% 

4(良い)  88% 

3.5         2% 

3         10% 

2.5         0% 

2           0% 

1.5         0% 

1(悪い)     0% 

4(良い)     89% 

3.5          6% 

3           3% 

2.5         2% 

2           0% 

1.5         0% 

1(悪い)     0% 

 

５．従来の実施方法等 

（１） 従来の実施方法 

  入札対象業務は全て民間事業者に委託していた。業務の実施方法等については下表参照。 

別紙 1-1 及び 2-1（平成

29～31年度仕様書） 

業務内容 

平成 26年度 

業務内容 

平成 27年度 

業務内容 

平成 28年度 

業務内容 

１．那須平成の森等維持 別紙 1-1 及び 2-1   



管理業務 とほぼ同様 

２．那須平成の森等運営業務 

(1)自然教育プログラム 別紙 1-1 とほぼ同

様 

別紙 1-1 とほぼ同

様 

別紙 1-1 とほぼ同

様 

 (2)自然体験・自然環境

学習に関する人材育成

業務 

別紙 1-1 とほぼ同

様 

別紙 1-1 とほぼ同

様 

別紙 1-1 とほぼ同

様 

(3)地元等との連携 別紙 1-1 及び 2-1

とほぼ同様 

別紙 1-1 及び 2-1

とほぼ同様 

別紙 1-1 及び 2-1

とほぼ同様  (4)広報・普及啓発等 

 (5)プログラムの質の確

保及び次年度プログラ

ム提案 

 (6)本業務全体のマネジ

メント業務 

 (7)その他 

3.共通する事項 別紙 1-1 及び 2-1

とほぼ同様 

別紙 1-1 及び 2-1

とほぼ同様 

別紙 1-1 及び 2-1

とほぼ同様 

 

（２） 事業の目的を達成する観点から重視している事項 

１）那須平成の森フィールドセンター及び那須高原ビジターセンターの展示 

これら施設については、常設展示により基本的な情報は伝えられる状態とはなっているが、

本業務により季節等に応じて随時作成される展示は、公園利用者に那須平成の森や日光国立公

園に関する様々な情報を伝えるうえで非常に重要である。 

２）自然教育プログラムの実施 

 那須平成の森においては、自然教育プログラムを中心に、わが国の国立公園における有数の

自然環境教育・自然ふれあい拠点として運営していくことが求められており、自然教育プログ

ラムの実施は、まさにその根幹をなしている。 

 那須平成の森における自然ふれあい活動の目的を踏まえ、適切に行われることが重要である。 

３）広報・普及啓発 

 那須平成の森の自然とのふれあいを、多くの国民に提供することは、那須平成の森の設置目

的の達成において非常に重要である。また、那須平成の森基金についても、その活性化は、那

須平成の森における自然体験・自然学習や調査研究、自然環境の管理、人材育成の活動を推進

するものであり、同じく重要である。 

 これらの重要な要素を達成するためには、那須平成の森等における展示やプログラムを充実

させるだけでなく、広報・普及啓発等が効果的に行われる必要がある。 

４）業務の質の維持向上 

 那須平成の森等の利用者に高い満足をしていただくためには、展示及び自然教育プログラム

の企画実施をはじめとする本業務の質について、常に維持・向上を図ることが重要である。 



 

 

 ＜注記事項＞ 

  監督部署は下記の通りである。 

   契約・支払関係 ：関東地方環境事務所総務課 

   現場での指導監督：那須自然保護官事務所 

  

 

 

 

 

 

 

環境省     関東地方環境事務所     総務課 

                   国立公園課 

                   （略） 

 

                      日光自然環境事務所 

                         那須自然保護官事務所 

                      （略） 

       （略） 

 


